
２．本日の論点：【２】初回シリーズの接種から３回目接種までの接種間隔について
（３）諸外国の対応状況

諸外国における初回接種完了から３回目接種（追加接種）までの間隔について（1/2）

2022年４月25日時点

※免疫不全者を除く。方針の発出日が特定できた日付を記載。
Source: CDC, CDC, UKHSA, NHS, NACI, フランス保健省

接種間隔と経緯

 ファイザー

追加接種として使用
しうるワクチン

基本方針の
発出機関国・地域

カナダ

米国 CDC

NACI

 ファイザー、
モデルナ、
アストラゼネカ

英国 UKHSA  オミクロン株による感染リスク変化のため６か月から３か月に短縮
（2021/11/29）

 ファイザー、
モデルナ

 （追加接種開始当初より）接種間隔は６か月以上経過後（2022/４/12）

 ファイザー、
モデルナ

保健省フランス  疫学的状況に関する懸念があり、集団のワクチンによる予防効果を高め
るまでの時間を短縮させるため、また３か月間隔での追加接種戦略がオ
ミクロン株による死亡を15% 低減させるというECDCの数理モデルの結
果を受けて、６か月から３か月に短縮（2021/12/23）

 オミクロン株の出現と感染例の増加のため６か月から５か月に短縮
（2022/１/４）

 モデルナ  オミクロン株の出現と感染例の増加のため６か月から５か月に短縮
（2022/１/７）

 ヤンセン  （追加接種開始当初より）接種間隔は２か月以上経過後（2021/10/20）

 ノババックス  （追加接種開始当初より）接種間隔は６か月以上経過後（2022/４/12）

オミクロン株の出現と感染例の増加を契機に、諸外国において、初回シリーズの接種完了から３回目接種（追加接
種）までの接種間隔を短縮している。

https://www.cdc.gov/media/releases/2022/s0104-Pfizer-Booster.html
https://www.cdc.gov/media/releases/2022/s0107-moderna-booster.html#:~:text=CDC%20is%20adjusting%20our%20recommendation,6%20months%20to%205%20months.
https://www.gov.uk/government/publications/jcvi-statement-on-the-adult-covid-19-booster-vaccination-programme-and-the-omicron-variant/jcvi-statement-on-the-adult-covid-19-booster-vaccination-programme-and-the-omicron-variant-7-january-2022
https://www.nhs.uk/conditions/coronavirus-covid-19/coronavirus-vaccination/coronavirus-booster-vaccine/
https://www.canada.ca/content/dam/phac-aspc/documents/services/immunization/national-advisory-committee-on-immunization-naci/naci-guidance-first-booster-dose-covid-19-vaccines.pdf
https://solidarites-sante.gouv.fr/grands-dossiers/vaccin-covid-19/je-suis-un-particulier/dose-de-rappel-covid19


２．本日の論点：【２】初回シリーズの接種から３回目接種までの接種間隔について
（３）諸外国の対応状況

諸外国における初回接種完了から３回目接種（追加接種）までの間隔について（2/2）

2022年４月25日時点

※免疫不全者を除く。方針の発出日が特定できた日付を記載。
Source: ドイツ保健省, イスラエル保健省, EMA, EMA, WHO

接種間隔と経緯
追加接種として使用
しうるワクチン

基本方針の
発出機関国・地域

 ファイザー、
モデルナ

保健省ドイツ  オミクロン株の出現のため６か月から３か月に短縮（2021/12/21）

イスラエル 保健省  ファイザー、
モデルナ、
アストラゼネカ

 オミクロン株の出現のため５か月から３か月に短縮（2021/12/27）

 （明記なし）WHO国際連合  （間隔の明記なし）（2022/３/８）

オミクロン株の出現と感染例の増加を契機に、複数の諸外国において、初回シリーズの接種完了から３回目接種（追
加接種）までの接種間隔を短縮している。

 ファイザー、
モデルナ

EMA  感染者数と入院率の上昇のため６か月から３か月に短縮（2021/12/７）EU

 ヤンセン  （追加接種開始当初より）接種間隔はヤンセン社ワクチン接種後２か月
以上経過後、またはmRNAワクチン接種後、それぞれのワクチンにおけ
る追加接種の推奨間隔経過後（2021/12/15）

https://www.zusammengegencorona.de/faqs/impfen/auffrischungsimpfung/#id-8fafc00c-3b04-50ca-aae9-d85916550310
https://www.gov.il/en/departments/news/27122021-02
https://www.ema.europa.eu/en/news/ema-ecdc-recommendations-heterologous-vaccination-courses-against-covid-19-mix-match-approach-can-be
https://www.ema.europa.eu/en/medicines/human/EPAR/covid-19-vaccine-janssen
https://www.who.int/news/item/08-03-2022-interim-statement-on-covid-19-vaccines-in-the-context-of-the-circulation-of-the-omicron-sars-cov-2-variant-from-the-who-technical-advisory-group-on-covid-19-vaccine-composition-(tag-co-vac)-08-march-2022


諸外国における新型コロナワクチン追加接種の状況について

※１ 免疫不全者は２回目接種から８週間の間隔を空けて接種することを推奨。その他の者について追加接種開始時（2020年12月）は初回シリーズ完了から5か月以上経過後としていたが、オミクロン株
の出現を受け2021年12月27日に「３か月以上経過後」に接種期間を短縮 ※２ 諮問機関であるAdvisory Committee on Epidemic Control (ACEC) とAdvisory Board on COVID-19 Vaccinationが12月21日に
推奨として発表 ※３ ただし10月１日以降は政府発行のワクチンパスポートは３回目接種から６か月後までを有効期限とする。
SOURCE: イスラエル保健省, イスラエル保健省, イスラエル保健省,  イスラエル首相府, イスラエル保健省, イスラエル保健省, イスラエル保健省, イスラエル保健省, イスラエル保健省, イスラエル保健省, イ
スラエル保健省, イスラエル保健省、イスラエル保健省, イスラエル保健省

イスラエル

追加接種（３回目）

(保健省、１月26日最終更新日)

以下の者に対して推奨※３。

2021年7月12日～：免疫不全者

８月１日～：60歳以上の者

８月13日～：50歳以上の者、医療従事者、コロナによる
重症化リスクのある患者、囚人、看守

８月19日～：40歳以上の者、医療関係者、介護従事者、
教員、妊婦

８月24日～：30歳以上の者

８月29日～：12歳以上の者

追加接種対象者とその推移

2022年４月25日時点

追加接種(3回目)：
2回目接種完了から
3か月以上経過後※１

追加接種(4回目)：
3回目接種完了から
4か月以上経過後※２

接種間隔

初回接種
2020年12月～

追加接種(3回目)
免疫不全者：
2021年7月12日～
それ以外：
2021年8月1日～

追加接種(4回目)
免疫不全者等：
2021年12月30日～
それ以外：
2022年1月2日～

接種開始日
(初回/追加接種)

追加接種（３回目）

(保健省、11月15日)

 初回シリーズで用いたワクチンと同じワク
チンの使用を推奨。

 同じワクチンが接種できない場合は、異な
るmRNAワクチンの接種を、それも困難な
場合はmRNA以外のワクチンを使用し得る。

初回シリーズ

 ファイザー

 モデルナ

 アストラゼネカ

認可されているワクチン及び組み合わせ

追加接種（４回目）

(保健省、１月27日最終更新日)

以下の者に対して推奨。

2021年12月30日～：免疫不全者、一部高齢者施設入所者
とその従業員

2022年1月2日～：60歳以上の者、医療従事者

1月26日～：18歳以上で基礎疾患のある者とそのケア提供
者、18歳以上で職業上新型コロナウイルスに感染するリス
クが非常に高い者

追加接種（４回目）

(保健省、12月31日最終更新日)

 ４回目接種は、初回シリーズおよび3回目
で用いたワクチンと同じmRNAワクチン
(ファイザー社またはモデルナ社ワクチン)
で行うことが望ましい。

 mRNAワクチンが禁忌により接種できない
者は、４回目接種にアストラゼネカ社ワク
チンを使用し得る。

https://www.gov.il/en/departments/news/13082021-01
https://www.gov.il/en/departments/news/20082021-02
https://www.gov.il/en/departments/news/24082021-03
https://www.gov.il/en/departments/news/spoke_third290821
https://www.gov.il/en/departments/news/spoke_third290821
https://www.gov.il/BlobFolder/news/30072021-01/en/NEWS_Corona_3rd-and-moderna-30072021.pdf
https://www.health.gov.il/UnitsOffice/HD/PH/epidemiology/td/docs/365_Corona.pdf
https://corona.health.gov.il/en/vaccine-for-covid/4th-dose/
https://www.gov.il/en/departments/news/27122021-02
https://www.gov.il/en/departments/news/21122021-05
https://www.gov.il/en/departments/news/30122021-05
https://www.gov.il/en/departments/news/30122021-05
https://www.gov.il/en/departments/news/31122021-01
https://www.gov.il/en/departments/news/02012022-04
https://www.gov.il/en/departments/news/26012022-02
https://corona.health.gov.il/en/vaccine-for-covid/


諸外国における新型コロナワクチン追加接種の状況について

※１ 中程度～重度免疫不全者は２回目接種から４週間以上経過後に初回シリーズとして３回目を接種。追加接種（４回目）は３回目接種完了から３か月以上経過後。追加接種（５回目）は４回目
接種完了から４か月以上経過後。ヤンセン社ワクチンを初回シリーズで（１回）接種した者は初回シリーズ完了から２か月以上経過後に追加接種（２回目）。追加接種（３回目）は２回目接種完了
後４か月以上経過後。
※２ 癌、慢性腎臓病、慢性肺疾患、認知症やその他神経疾患、糖尿病、ダウン症、心疾患、HIV、免疫不全、肝疾患、肥満、妊娠、鎌状赤血球症、サラセミア、喫煙歴、移植歴、脳卒中、脳血管
障害、薬物中毒
※３ 固形腫瘍や血液腫瘍の治療中、固形臓器移植後で免疫抑制療法中、CAR-T療法を受けた既往または（２年以内の移植または免疫抑制療法中の）造血幹細胞移植を受けた既往、中等度から重度
の原発性免疫不全、進行したまたは未治療のHIV感染、高用量ステロイド・アルキル化薬・代謝拮抗薬・臓器移植に関連した免疫抑制剤・TNF阻害剤等による治療中等を含む。
SOURCE: 保健福祉省, CDC, CDC, CDC, CDC, CDC, CDC, CDC, CDC

追加接種対象者とその推移

追加接種（３回目）

(CDC、４月22日最終更新日) 

2021年8月13日～：中等度～重度免疫不全者

9月25日～：ファイザー社ワクチン2回目接種完了後６か月以上経過し
た者のうち、

 65歳以上の高齢者及び50歳以上64歳以下で特定の疾患※２を持つ者、
18歳以上の長期療養施設入所者は接種すべき。

 18歳以上49歳以下で特定の疾患※２を持つ者、18歳以上64歳以下で
職業上または居所におけるウイルス曝露のリスクが高い者 (医療従
事者、教員等)は接種し得る。

10月21日～：以上対象者のうちモデルナ社ワクチンを初回シリーズで
接種した者に拡大。ヤンセン社ワクチンを初回シリーズで接種した18
歳以上の者は追加接種すべき。

11月29日～：18歳以上の者は全て接種すべき。

12月9日～：16－17歳の者は接種を強く推奨。

2022年１月5日～：12－17歳の者は接種すべき。

2022年４月25日時点

米国

初回接種
2020年12月～

追加接種（３回目）
中等度～重度
免疫不全者：
2021年8月13日～

高齢者他：
2021年9月25日～

接種間隔

追加接種（３回目）：
初回シリーズ完了から5か
月以上経過後※１

追加接種（４回目）：
３回目接種完了から４か
月以上経過後※１

接種開始日
(初回/追加接種)

追加接種（３回目）

(CDC、４月22日最終更新日)

 対象者は追加接種にどのワ
クチンを接種するか選び得
る。

 12ー17歳の者にはファイ
ザー社ワクチンのみ接種し
得る。

初回シリーズ

 ファイザー

 モデルナ

 ヤンセン

認可されているワクチン
及び組み合わせ

追加接種（４回目）

(CDC、４月22日最終更新日)

 ４回目接種はmRNAワクチ
ンでなければならない。

追加接種（４回目）

(CDC、４月22日最終更新日) 

2022年３月29日～：50歳以上の者、中等度から重度の免疫不全者※３、
ヤンセン社ワクチンを初回・追加で接種した者※１が接種し得る。

https://www.hhs.gov/about/news/2021/09/24/statement-by-hhs-secretary-xavier-becerra-covid-19-vaccine-booster-doses.html
https://www.cdc.gov/coronavirus/2019-ncov/vaccines/booster-shot.html
https://www.cdc.gov/media/releases/2021/p1021-covid-booster.html
https://www.cdc.gov/media/releases/2022/s0104-Pfizer-Booster.html
https://www.cdc.gov/media/releases/2021/s1208-16-17-booster.html
https://www.cdc.gov/media/releases/2022/s0105-Booster-Shot.html
https://www.cdc.gov/vaccines/covid-19/clinical-considerations/interim-considerations-us.html#recommendations
https://www.cdc.gov/media/releases/2022/s0328-covid-19-boosters.html
https://www.cdc.gov/vaccines/covid-19/clinical-considerations/covid-19-vaccines-us.html


諸外国における新型コロナワクチン追加接種の状況について

※１ 初回シリーズ完了後、最初の追加接種。免疫不全者で初回シリーズに３回接種した場合には４回目接種に該当。※２ 地域により実際の開始日は異なる。
※３ 免疫不全者は初回シリーズ完了から8週間以上経過後。その他の者について追加接種開始時（9月20日）は初回シリーズ完了から6か月以上経過としていたが、11月29日にオミクロン株による

感染リスクの変化を受け「3か月以上」に接種間隔を短縮。※４ 最短で３か月以上経過後。※５ 医師より例外的に他のワクチンを推奨され得る。
SOURCE: 英国内閣府, Public Health England, NHS, UKHSA, UKHSA, 英国保健省, 英国内閣府, NHS, UKHSA, NHS, UKHSA

2022年４月25日時点

追加接種対象者とその推移

追加接種（３回目）

（NHS、４月14日最終更新日）

2021年９月20日～：50歳以上の者、介護施設に居住、
あるいは勤務する者、現場で働く医療・介護従事者、新型
コロナ感染による重症化リスクを高める疾患を有する16歳
以上の者、ハイリスク者を介護する16歳以上の者、新型コ
ロナ感染リスクの高い者の16歳以上の同居家族 (HIV陽性
者、移植レシピエント、癌・ループス・リウマチへの治療
を受けている者等)は接種し得る。

11月15日～：40歳以上の者は接種し得る。

12月10日～：30歳以上の者は接種し得る。

12月12日～：18歳以上の者は接種し得る。

2022年1月17日～：16歳以上の者、12－15歳で新型コ
ロナウイルス感染による重症化リスクが高い者、12－15
歳で免疫不全者と同居している者は接種し得る。

追加接種（４回目）

（NHS、４月14日最終更新日）

2022年３月21日～：３回目接種から概ね６か月以上が経
過した75歳以上の者、介護施設に居住する高齢者、12歳
以上の免疫不全者に接種を推奨※４。

英国

追加接種（３回目）

(NHS、 ３月10日最終更新日)

 ファイザー社またはモデルナ社ワ
クチンの使用を推奨。初回シリー
ズと異なるワクチンも接種し得る。

 mRNAワクチンを使用できない場
合、アストラゼネカ社のワクチン
を使用し得る。

 18歳未満の者はファイザー社ワク
チンのみを接種し得る。

初回接種
2020年12月～

追加接種(３回目※１)
免疫不全者：
2021年9月1日～
それ以外：
2021年9月20日～※２

追加接種(４回目)
2022年春

接種間隔

追加接種(３回目)：
初回シリーズ完了から
3か月以上経過後※３

追加接種(４回目)：
３回目接種完了から概
ね6か月以上経過後※４

接種開始日
（初回/追加接種） 認可されているワクチン及び組み合わせ

追加接種（４回目）

(NHS、３月24日最終更新日)

 ファイザー社またはモデルナ社ワ
クチンの使用を推奨※５。

初回シリーズ

 ファイザー

 モデルナ

 アストラゼネカ

 ヤンセン

 ノババックス

https://www.gov.uk/government/publications/covid-19-response-autumn-and-winter-plan-2021/covid-19-response-autumn-and-winter-plan-2021
https://www.gov.uk/government/news/jcvi-issues-updated-advice-on-covid-19-booster-vaccination
https://www.nhs.uk/conditions/coronavirus-covid-19/coronavirus-vaccination/coronavirus-booster-vaccine/
https://www.gov.uk/government/publications/jcvi-statement-september-2021-covid-19-booster-vaccine-programme-for-winter-2021-to-2022/jcvi-statement-regarding-a-covid-19-booster-vaccine-programme-for-winter-2021-to-2022
https://www.gov.uk/government/publications/jcvi-statement-september-2021-covid-19-booster-vaccine-programme-for-winter-2021-to-2022/jcvi-statement-regarding-a-covid-19-booster-vaccine-programme-for-winter-2021-to-2022
https://www.gov.uk/government/news/jcvi-advice-on-covid-19-booster-vaccines-for-those-aged-18-to-39-and-a-second-dose-for-ages-12-to-15
https://www.gov.uk/government/news/all-adults-to-be-offered-covid-19-boosters-by-end-of-january
https://www.gov.uk/government/speeches/prime-ministers-address-to-the-nation-on-booster-jabs-12-december-2021
https://www.england.nhs.uk/2022/01/hundreds-of-thousands-of-teens-to-get-boosted-on-nhs-2/
https://www.gov.uk/government/publications/jcvi-statement-on-the-adult-covid-19-booster-vaccination-programme-and-the-omicron-variant/jcvi-statement-on-the-adult-covid-19-booster-vaccination-programme-and-the-omicron-variant-7-january-2022
https://assets.publishing.service.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment_data/file/1058449/UKHSA-12308-COVID-19-spring-booster-guide-for-over-75s.pdf
https://www.gov.uk/government/publications/covid-19-vaccination-spring-booster-resources/a-guide-to-the-spring-booster-for-those-aged-75-years-and-older-residents-in-care-homes#fn:1


諸外国における新型コロナワクチン追加接種の状況について

※１ ヤンセン社ワクチンを接種した者は、初回接種後４週間以上経過後に２回目を接種し、更に３か月以上経過後。新型コロナウイルス感染後にヤンセン社ワクチンを接種した者は、接種後４週間以
上経過後。ヤンセン社ワクチン接種後に新型コロナウイルスに感染した者は、以下の２通り。①接種後15日以内に感染した場合; 感染後から4週間後にmRNAワクチンを1回接種し、更に3か月以上経過
後に追加接種し得る。②接種後15日以上経過して感染した場合; 感染から3か月以上経過後に追加接種し得る。その他の者については11月26日以降初回シリーズ完了から5か月以上経過後としていたが、
第5波の影響とオミクロン株の出現により12月24日に「3か月以上経過後」に接種間隔を短縮。
SOURCE: 保健省, HAS, HAS, 保健省, HAS, 保健省

フランス

追加接種（３回目）

（保健省、４月20日最終更新日）

2021年4月11日～：重度の免疫不全者に対して接種
を推奨。

９月１日～：高齢者施設等の入所者、自宅在住の65歳
以上の者、重症化リスクが非常に高い者、基礎疾患を
有する者、ヤンセン社ワクチンを接種した者に対して
接種を推奨。

10月６日～：医療従事者及び医療、介護業の全従業
員、ハイリスク者の自宅介助者、救急隊員及び消防隊
員、免疫不全者と接点の多い18歳以上の者に対して接
種を推奨。

11月26日～：18歳以上の者、12ー17歳の基礎疾患
を有する者に対して接種を推奨。

2022年１月24日～：12ー17歳の者に対して接種を
推奨。

初回接種
2020年12月～

追加接種（３回目）
重度の免疫不全者：2021年4月
11日～
それ以外：2021年9月1日～

追加接種（４回目）
2022年３月14日～

追加接種対象者とその推移

接種間隔

追加接種（３回目）：
18歳以上は初回シリーズ完了か
ら3か月以上経過後※１

12ー17歳は初回シリーズ完了か
ら６か月以上経過後

追加接種（４回目）：
80歳以上の者、介護施設入居者、
長期医療ケア病床入院者は３回目
接種完了から３か月以上経過後
60ー79歳の者は３回目接種完了
から６か月以上経過後

2022年４月25日時点

接種開始日
（初回/追加接種)

追加接種（４回目）

（保健省、４月20日最終更新日）

2022年３月14日～：80歳以上の者、介護施設入居
者、長期医療ケア病床入院者に対して接種を推奨。

３月31日～：60ー79歳の者に対して接種を推奨。

追加接種（３回目）

（保健省、４月20日最終更新日）

 初回シリーズで使用したワクチンの
種類にかかわらず、mRNAワクチン
の使用を推奨。

 ヤンセン社ワクチンはmRNAワクチ
ンが禁忌の者に限る。

 12ー29歳についてはファイザー社ワ
クチンのみ使用を推奨。

認可されているワクチン及び組み合わせ

追加接種（４回目）

（保健省、４月20日最終更新日）

 mRNAワクチンの使用を推奨。

初回シリーズ

 ファイザー

 モデルナ

 アストラゼネカ

 ヤンセン

 ノババックス

https://solidarites-sante.gouv.fr/IMG/pdf/dgs_urgent_90_rappel_vaccinal.pdf
https://www.has-sante.fr/jcms/p_3290614/fr/strategie-de-vaccination-contre-la-covid-19-place-d-un-rappel-par-le-vaccin-a-arnm-comirnaty
https://www.has-sante.fr/jcms/p_3283153/fr/covid-19-la-has-precise-les-populations-eligibles-a-une-dose-de-rappel-de-vaccin
https://solidarites-sante.gouv.fr/grands-dossiers/vaccin-covid-19/je-suis-un-particulier/dose-de-rappel-covid19
https://www.has-sante.fr/jcms/p_3306955/fr/covid-19-deux-recommandations-pour-contrer-omicron-et-ses-consequences
https://solidarites-sante.gouv.fr/IMG/pdf/recommandations_covid_19-3.pdf


諸外国における新型コロナワクチン追加接種の状況について

※１ 一部地域で開始。
※２ 重度の免疫不全者は初回シリーズ完了から４週間以上経過後に初回シリーズとして更に１回接種し、その接種から３か月以上経過後、医学的助言のもとで追加接種。ヤンセン社ワクチン接種者
は初回シリーズ完了から４週間以上経過後に２回目（mRNAワクチン）を接種し、更に３か月以上経過後mRNAワクチンを追加接種。その他の者については2021年11月18 日に「医学的な必要性があ
る場合やワクチンの供給量が十分な場合は、事例ごとに5 か月に短縮し得る」とされていたが、12月21日にオミクロン株の出現を受けSTIKO声明にて「3か月以上経過後」に接種間隔を短縮。
※３ 初回シリーズが2回接種のワクチンにおいては以下の3通り；①初回接種後に感染した場合：感染から3か月後以降に2回目接種。②2回目接種後に感染した場合は感染から3か月後以降に追加接
種。③ワクチン初回接種前に感染し（症状消失後4週間以降に）ワクチンを接種した者は、初回接種から3か月後以降に2回目接種。
SOURCE: ドイツ保健省, STIKO

初回接種
2020年12月～
追加接種（３回目）
2021年９月１日～
追加接種（４回目）
2022年２月15日～※１

ドイツ

接種間隔

追加接種(3回目)：
初回シリーズ完了から3
か月以上※２,３経過後

追加接種(4回目)：
70歳以上の者、5歳以上
の免疫不全者、介護施設
入所者は３回目接種完了
から３か月以上経過後
医療又は介護施設で勤務
する者は３回目接種完了
から６か月以上経過後

接種開始日
(初回/追加接種)

2022年４月25日時点

追加接種対象者とその推移

追加接種（３回目）
(保健省、４月22日最終更新日)
2021年9月1日～：高齢者施設等の入所者、免疫不全
者・免疫抑制者、在宅で介護の必要な者、80歳以上の者、
初回シリーズをウイルスベクターワクチン（アストラゼ
ネカ社、ヤンセン社）で完了した者あるいは既感染者で1
回ウイルスベクターワクチンを接種した者は接種し得る。
9月6日～：重度免疫不全者と自宅で接触し得る者、医療
者の助言や個人の判断を踏まえ接種を希望する60歳以上
の者、医療、介護施設等で業務上、定期的に感染者と接
触機会のある者も接種し得る。
11月18日～：18歳以上の者に接種を推奨。
2022年1月13日～：12歳以上の者に接種を推奨。

追加接種（４回目）

（保健省、４月22日最終更新日）

2022年２月15日～：70歳以上の者、5歳以上の免疫不
全者、介護施設入所者、医療又は介護施設で勤務する者
に接種を推奨。

追加接種（３回目）

(保健省、3月24日最終更新日)

 初回シリーズで使用したワクチンの種類
にかかわらず、mRNAワクチン（ファイ
ザー社またはモデルナ社ワクチン）の使
用を推奨。

 12歳以上29歳以下についてはファイ
ザー社ワクチンのみ使用すべき。

認可されているワクチン及び組み合わせ

初回シリーズ

 ファイザー

 モデルナ

 アストラゼネカ

 ヤンセン

 ノババックス

追加接種（４回目）

（保健省、４月20日最終更新日）

 mRNAワクチンを使用すべき。

https://www.zusammengegencorona.de/impfen/aufklaerung-zum-impftermin/auffrischungsimpfung/
https://www.rki.de/DE/Content/Infekt/EpidBull/Archiv/2022/07/Art_01.html


諸外国における新型コロナワクチン追加接種の状況について

※１ 保健省下にある諮問委員会（NACI）による推奨。ただし、NACIが推奨する対象者への追加接種は地域主導で既に開始している。 ※２ 免疫不全者は初回シリーズ完了から4週間以上経過後で変更なし。追加接種開始時（10
月29日）以降接種間隔に変更はないものの、１月17日時点で州によっては初回シリーズから3－5か月経過後から接種可能。 ※３ ６か月を推奨するが、地域の疫学的状況を考慮してより短い間隔での接種も適応となり得る。
※４ 悪性疾患治療中、臓器移植レシピエントで免疫抑制薬を使用中、CAR-T細胞療法中、造血幹細胞移植(移植後2年以内か免疫抑制療法中)、中等度～重度原発性免疫不全症、ステージ3以上の未治療HIV感染症及び後天性免疫不
全症候群、免疫抑制療法中 (CD19/ CD20/ CD22を標的としたモノクローナル抗体療法、大量全身性コルチコステロイド療法、アルキル化薬、代謝拮抗薬、TNF阻害薬、その他免疫抑制効果の強い生物製剤)
※５ 18歳未満への追加接種を承認していないため、12ー17歳への追加接種は適応外使用。（Health Canada、１月28日）
SOURCE:カナダ政府, NACI, NACI, NACI, PHAC, CTV

カナダ

追加接種（３回目）(NACI、2022年４月12日最終更新日)

2021年9月10日～：中等度～重度免疫不全者※４は追加接種が提供される
べき。

9月28日～：長期療養施設入所者やその他施設に居住する高齢者のうち、
mRNAワクチンの2回目接種から最低6か月経過した者は追加接種が提供さ
れるべき。
10月29日～： 80歳以上の者は追加接種が提供されるべき。
70歳以上79歳以下の者、先住民集落居住者又は出身者、患者と直接接触す
る医療従事者で、１回目・２回目接種の間隔が28日未満の者、初回シリー
ズをウイルスベクターワクチンで完了した者は追加接種が提供され得る。
12月3日～：50歳以上の者、長期療養施設入所者やその他施設に居住する
成人、初回シリーズでウイルスベクターワクチンのみ接種完了した者、先
住民集落居住者又は出身者、患者と直接接触する医療従事者は追加接種が
提供されるべき。
18歳以上49歳以下の者は追加接種が提供され得る。
2022年１月28日～：
12－17歳で基礎疾患を有する者、共同生活者、又は特定の人種や社会から
疎外されたコミュニティーに属する者は追加接種が提供され得る※５。
４月12日～：18歳以上の者は追加接種が提供されるべき。
12－17歳で基礎疾患を有する者、共同生活者、又は特定の人種や社会から
疎外されたコミュニティーに属する者は追加接種が提供されるべき※５。
疫学的リスクが高い場合、その他全ての12ー17歳の者に追加接種が提供さ
れ得る。

初回接種
2020年12月～

追加接種（３回目）

免疫不全者：
2021年９月10日～
それ以外：
2021年9月28日～※１

追加接種（４回目）：
2022年４月５日～

追加接種（３回目）：
初回シリーズ完了から6
か月以上経過後※２

追加接種（４回目）：
３回目接種完了から６か
月以上経過後※３

接種間隔

2022年４月25日時点

接種開始日
(初回/追加接種) 追加接種対象者とその推移

追加接種（４回目）

(NACI、2022年４月５日最終更新日)

2022年４月５日～：80歳以上の者、長期介護施設や共同居住施設に入居
する高齢者に提供する準備がされるべき。
70ー79歳への提供も考慮し得る。

追加接種（３回目）

(NACI、３月７日最終更新日)
 初回シリーズで使用したワクチンの種類にかかわらず、

mRNAワクチンを使用することを推奨する。
 ウイルスベクターワクチンはその他のワクチンが禁忌

や供給状況により使用できない場合に限り、使用を検
討し得る。

 18歳以上29歳以下についてはファイザー社ワクチン
がモデルナ社ワクチンより好ましい。

(NACI、１月28日)
 12ー17歳についてはファイザー社ワクチン又はモデ

ルナ社ワクチンを推奨し得る。
 モデルナ社ワクチンは12ー17歳への追加接種での使

用データがないため、ファイザー社ワクチンがより好
ましい。

(NACI、２月17日)
 mRNAワクチンを希望しない又は禁忌の者については

ノババックス社ワクチンを接種し得る。

初回シリーズ

 ファイザー

 モデルナ

 アストラゼネカ

 ヤンセン

 ノババックス

 メディカゴ

認可されているワクチン及び組み合わせ

追加接種（４回目）

(NACI、４月５日最終更新日)
 モデルナ社ワクチン又はファイザー社ワクチンが考慮

され得る。mRNAワクチンを希望しない又は禁忌の者
についてはノババックス社ワクチンを接種し得る。

https://www.canada.ca/en/public-health/services/diseases/coronavirus-disease-covid-19/vaccines/how-vaccinated.html#a9
https://www.canada.ca/en/public-health/services/immunization/national-advisory-committee-on-immunization-naci/recommendations-use-novavax-nuvaxovid-covid-19-vaccine.html#a7
https://www.canada.ca/content/dam/phac-aspc/documents/services/immunization/national-advisory-committee-on-immunization-naci/naci-guidance-first-booster-dose-covid-19-vaccines.pdf
https://www.canada.ca/content/dam/phac-aspc/documents/services/immunization/national-advisory-committee-on-immunization-naci/naci-guidance-second-booster-dose-covid-19-vaccines.pdf
https://www.canada.ca/content/dam/phac-aspc/documents/services/immunization/national-advisory-committee-on-immunization-naci/recommendations-use-covid-19-vaccines/statement-guidance-booster-doses/summary/summary.pdf
https://www.ctvnews.ca/health/coronavirus/how-long-should-you-wait-for-your-third-covid-19-vaccine-dose-1.5722476


接種間隔

諸外国における新型コロナワクチン追加接種の状況について

※１ SAGEは2022年１月21日時点で、追加接種（３回目）は原則としてワクチンの種類に応じて、症例数が増加し、ワクチンの有効性が有意に低下している国において初回シリーズ完了から４ー６か
月経過後が考慮され得るとしている。症例数が増加していない、又はリスクが低い国ではより長い間隔を考慮し得る。※２ COVISHIELD社製を含む。
※３ WHOの監査によりGMP違反が判明し、2022年４月２日から供給停止。 ※４ Serum Institute of India社製COVOVAXを含む。
※５ The Strategic Advisory Group of Experts on Immunizationは独立諮問委員会であり、WHO事務局長に対してワクチン等における領域で助言を提供するが、最終的な決定権、実行力は有さない。
※６ The Technical Advisory Group on COVID-19 Vaccine Compositionは独立した専門家集団で、懸念すべき変異株のワクチンに与える影響を評価する方法についてWHOに推奨を行い、懸念すべ
き変異株のワクチンに与える影響についての入手可能なエビデンスの解釈を提供し、必要な改変をWHOに推奨する。
SOURCE: WHO, WHO, WHO, WHO, WHO, WHO

専門家委員会のSAGE、TAG-CO-VAC推奨に対し、WHO事務局長はこの推奨に対し
て現時点で承認を表明していない。

（SAGE、2021年10月11日最終更新日）
 中等度～重度免疫不全者に対して初回シリーズの延長という位置づけで追加接種

すべき。
 初回シリーズでシノバック社またはシノファーム社ワクチンを接種した60歳以上

の者に対して初回シリーズの延長という位置づけで追加接種すべき。
（WHO、11月19日最終更新日）

非免疫不全者に対する追加接種（同種接種、交互接種、変異株対応ワクチン）の
必要性と最適な接種タイミングは調査中。

（WHO、12月22日中間ステートメント）
世界的にワクチン供給の制約と不公平が続く中、広範な追加接種の投与は、一部
の国において初回シリーズを受けておらず優先順位が高い人々がいるにもかかわ
らず、接種率が高い国において需要を高め、ワクチンへのアクセスを悪化させる
リスクがある。

（SAGE、2022年１月21日最終更新日）
初回シリーズカバー率の低い国々では、優先度の低い集団へのワクチン接種の提
供よりも、優先度の高い集団における高い初回シリーズ完了率をまず達成すべき。
初回シリーズカバー率が中程度から高い国々では、優先度の低い集団へのワクチ
ン接種の提供よりも、優先度の高い集団における高い追加接種完了率をまず達成
するために利用可能な資源を優先順位付けすべき。

（TAG-CO-VAC※６、３月８日中間ステートメント）
オミクロン株の流行期のコンテクストの中であってさえも、現在の新型コロナワ
クチンは重症化や死亡を高い水準で予防し続けていることを考慮すると、現在の
新型コロナワクチンによる初回シリーズ及び追加接種への早急な幅広いアクセス
をTAGは強く支持する。

初回接種
N/A

追加接種

N/A

N/A※１

国際連合

2022年４月25日時点

追加接種対象者とその推移

追加接種（３回目）

(SAGE※５、2021年10月11日)

 中等度～重度免疫不全者については
WHOにより緊急使用承認されている
全てのワクチンが対象となる。

 初回シリーズでシノバック社または
シノファーム社ワクチンを接種した
60歳以上の者に対しては、同じワク
チンを使用すべき。ワクチン供給の
状況次第では、異なるワクチンの接
種も検討し得る。

(SAGE、2022年１月21日最終更新日)

 同種接種も交互接種も柔軟に使用す
ることを支持する。

認可されているワクチン及び組み合わせ

初回シリーズ

 ファイザー

 アストラゼネカ
※２

 ヤンセン

 モデルナ

 シノファーム

 シノバック

 コバクシン※３

 ノババックス※４

接種開始日
(初回/追加接種)

https://extranet.who.int/pqweb/vaccines/covid-19-vaccines
https://cdn.who.int/media/docs/default-source/immunization/sage/2021/october/sage_oct2021_meetinghighlights.pdf?sfvrsn=3dcae610_11
https://news.un.org/en/story/2021/10/1102732
https://www.who.int/news/item/04-10-2021-interim-statement-on-booster-doses-for-covid-19-vaccination
https://www.who.int/publications/i/item/WHO-2019-nCoV-vaccines-SAGE_recommendation-BNT162b2-2021.1
https://www.who.int/news/item/08-03-2022-interim-statement-on-covid-19-vaccines-in-the-context-of-the-circulation-of-the-omicron-sars-cov-2-variant-from-the-who-technical-advisory-group-on-covid-19-vaccine-composition-(tag-co-vac)-08-march-2022


諸外国における新型コロナワクチン追加接種の状況について

※１ 免疫不全者は初回シリーズ完了から28日以上経過後。その他の者について追加接種開始時（2021年10月４日）は初回シリーズ完了から６か月以上経過後としていたが、2021年12月７日に

原則的には初回シリーズ完了から６か月以上経過後を推奨するものの、３か月以上経過後の場合も有効で安全であるとの文言が追加された。

SOURCE: EUROPEAN VACCINATION INFORMATION PORTAL, EMA, EMA, EMA, EMA

追加接種（３回目）(EMA、2022年２月
24日最終更新日)

以下の者は接種し得る。

2021年10月4日～

 重度免疫不全者

 18歳以上の者

2022年２月24日～

 12歳以上の者

初回接種
N/A

追加接種

N/A

接種開始日
(初回/追加接種)

追加接種（３回目）：
初回シリーズ完了から
６か月以上経過後※１

（ただし、公衆衛生の視
点から望ましい場合は、
３か月経過後の接種も有
効で安全とするデータが
ある。）

追加接種（４回目）：
追加接種（３回目）完了
から４か月以上経過後

接種間隔

EU

2022年４月25日時点

追加接種対象者と
その推移

追加接種（４回目）

(EMA/ECDC、2022年４月６日最終更新
日)

2022年４月６日～：80歳以上の者
に接種し得る。

追加接種（３回目）

(EMA、2021年10月25日最終更新日)
 免疫不全者については、ファイザー社またはモデル

ナ社ワクチンを使用し得る。
 その他18歳以上の者については、ファイザー社また

はモデルナ社ワクチンを使用し得る。
(EMA/ECDC、12月7日最終更新日)
 一部のワクチンによる予防効果の向上や、接種に対

する受容、ワクチンの供給・入手可能性等に対する
柔軟性の担保のために、追加接種において初回シ
リーズと異なるワクチンを使用し得る。

(EMA、2022年２月24日最終更新日)
 12歳以上の者については、ファイザー社ワクチンを

使用し得る。

認可されているワクチン及び組み合わせ

追加接種（４回目）

(EMA/ECDC、2022年４月６日最終更新日)
 mRNAワクチンを使用し得る。

初回シリーズ

 ファイザー

 モデルナ

 アストラゼネカ

 ヤンセン

 ノババックス

https://vaccination-info.eu/en/covid-19/covid-19-vaccines
https://www.ema.europa.eu/en/news/comirnaty-spikevax-ema-recommendations-extra-doses-boosters
https://www.ema.europa.eu/en/news/spikevax-ema-recommendation-booster
https://www.ema.europa.eu/en/news/spikevax-ema-recommendation-booster
https://www.ema.europa.eu/en/news/ema-ecdc-recommendations-heterologous-vaccination-courses-against-covid-19
https://www.ema.europa.eu/en/news/ema-recommends-authorisation-booster-doses-comirnaty-12-years-age

